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(57)【要約】
【課題】転動時に発生する騒音を低減させることが可能
なタイヤを提供する。
【解決手段】トレッド部３に溝７が形成されたタイヤに
おいて、溝７の体積の少なくとも８０％に吸音材８を設
けたことを特徴とするタイヤ１０である。ここで、吸音
材８は、湿潤路面走行時に路面とタイヤとの間に存在す
る水により当該吸音材に加えられる水圧によって圧縮変
形する材料、または水収縮性の材料からなっても良い。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トレッド部に溝が形成されたタイヤにおいて、
　前記溝の体積の少なくとも８０％に吸音材を設けたことを特徴とする、タイヤ。
【請求項２】
　前記吸音材が、湿潤路面走行時に路面とタイヤとの間に存在する水により当該吸音材に
加えられる水圧によって圧縮変形する材料からなることを特徴とする、請求項１に記載の
タイヤ。
【請求項３】
　前記吸音材が水収縮性の材料からなることを特徴とする、請求項１に記載のタイヤ。
【請求項４】
　前記吸音材の密度が３５ｋｇ／ｍ３以下であることを特徴とする、請求項１に記載のタ
イヤ。
【請求項５】
　前記吸音材は接着剤を用いて前記溝の壁面に接着されており、
　前記接着剤による前記吸音材と前記壁面との間の接着力が、走行時にタイヤの回転によ
り当該吸音材に生じる遠心力より大きいことを特徴とする、請求項１～４の何れかに記載
のタイヤ。
【請求項６】
　前記吸音材が、タイヤの使用時間および走行距離に応じた耐劣化性および耐久性を有す
ることを特徴とする、請求項１～５の何れかに記載のタイヤ。
【請求項７】
　前記吸音材の反発弾性率が０．１～１０％であることを特徴とする、請求項１に記載の
タイヤ。
【請求項８】
　前記吸音材がウレタンゴムであることを特徴とする、請求項１に記載のタイヤ。
【請求項９】
　前記吸音材が表面にプラズマ処理を施した材料からなることを特徴とする、請求項１に
記載のタイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、転動時に発生する騒音を低減させることが可能なタイヤに関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、タイヤから発生する騒音は主に以下の三種類に大別することができ、騒音の
発生原因の影響度合いは、タイヤサイズ、トレッドパターン、タイヤ転動速度、路面状態
などにより相違する。
（１）気柱管共鳴音：タイヤのトレッド部が路面に衝接し、離反する際に生じる振動によ
り一端もしくは両端を解放した溝内で空気が共鳴して発生するもの。共鳴周波数は、多く
は１ｋＨｚ前後の周波数にある。
（２）トレッド部およびサイドウォール部の振動による騒音：トレッド部の陸部が路面に
衝接したときの振動がタイヤ各部に伝播して、サイドウォール部やトレッド部で膜共振を
生じることで音として放射されるもの。この騒音の周波数は、パターンピッチ数と速度に
よって変化する。
（３）その他の騒音：トレッド部が路面から離反する際に生じる接地摩擦振動や、路面の
凹凸による加振によって発生するもの。スムースタイヤでも発生する。
【０００３】
　そして、従来、上述のような騒音の発生を低減するためにトレッドパターン、タイヤ構
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造、ゴム材質等を改良した低騒音タイヤが提供されてきた。しかし、トレッドパターン、
タイヤ構造、ゴム材質等の面から低騒音化を図った場合、タイヤの耐久性、耐摩耗性、ウ
ェット性能および燃費特性等の悪化を招き、タイヤの基本性能と低騒音化とを高い次元で
両立させることが困難であった。
【０００４】
　そこで、タイヤの基本性能を確保しつつ騒音を低減可能なタイヤとして、タイヤのトレ
ッド部に形成された溝の壁面に粉末ゴム或いは薄肉発泡ゴムからなる吸音層を設けたタイ
ヤが提供されている（例えば、特許文献１、２参照）。また、溝の底部に発泡ゴムを設け
たタイヤや（例えば、特許文献３参照）、溝内に自己分解性を持つポリマーを充填したタ
イヤも（例えば、特許文献４参照）、提供されている。
【特許文献１】特開２００２－３６８２１号公報
【特許文献２】特開平４－３１１０８号公報
【特許文献３】特開平８－１５６５２６号公報
【特許文献４】特開２００５－２８９４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記吸音層をトレッド部の溝壁面に設けたタイヤでは、薄い吸音層で吸
収できる騒音量が限られているため、更に低騒音化を図る余地があった。また、溝底に発
泡ゴムを設けたタイヤでは、溝の底部にしか発泡ゴムを設けることができないため、騒音
の低減が十分ではなかった。更に、溝内に自己分解性ポリマーを充填したタイヤでは、ウ
ェット性能が十分でないという問題があった。
【０００６】
　そのため、転動時に発生する騒音を有効に低減させることが可能なタイヤが求められて
いた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、上記課題を有利に解決することを目的とするものであり、本発明のタイヤ
は、トレッド部に溝が形成されたタイヤにおいて、前記溝の体積の少なくとも８０％に吸
音材を設けたことを特徴とする。このように、タイヤのトレッド部に形成された溝の深さ
方向へ、その体積の少なくとも８０％、好ましくは少なくとも９０％に吸音材を設けて溝
の８０％以上を吸音材で埋めることにより、騒音の低減効果が非常に大きくて走行時に大
きな騒音が発生しない低騒音タイヤを得ることができる。なお、本発明において、溝とは
タイヤ周方向に設けられて路面と接することで気柱管共鳴を生じる溝を指し、溝の体積と
は走行前（使用前）のタイヤにおける溝の総体積を意味する。そして、本発明では、溝の
体積の少なくとも８０％に吸音材が設けられていれば溝への吸音材の設け方に特に制限は
無い。
【０００８】
　ここで、本発明のタイヤは、前記吸音材が、湿潤路面走行時に路面とタイヤとの間に存
在する水により当該吸音材に加えられる水圧によって圧縮変形する材料からなることが好
ましい。タイヤの排水性はウェット性能に大きな影響を与えるので、高いウェット性能を
有するタイヤを得るにはタイヤの溝面積を大きくして排水性を高める必要があるところ、
上述ような構成とすれば、水で濡れた湿潤路面を走行する際には優れたウェット性能を発
揮することが可能な、優れた騒音低減効果を有するタイヤを提供することができるからで
ある。即ち、このように吸音材を水圧によって圧縮変形する材料で構成すれば、乾燥路面
を走行する際には吸音材により騒音を低減可能であり、また、湿潤路面を走行する際には
路面上の水に吸音材が押されて圧縮変形して溝内の空洞部（吸音材で埋められていない部
分）が広がり排水性が増大するので高いウェット性能を発揮可能となるタイヤを提供する
ことができる。ここで、湿潤路面走行時のウェット性能の観点からは、吸音材は１２５～
２５０ｋＰａの水圧を加えると７０～８０％圧縮する材料からなることが好ましい。この



(4) JP 2010-143521 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

ような性質を有する材料であれば、大幅に排水性が向上すると考えられるからである。
【０００９】
　本発明のタイヤは、前記吸音材が水収縮性の材料からなることが好ましい。吸音材が、
水と接触すると収縮する水収縮性の材料からなる場合、湿潤路面を走行する際には路面上
の水との接触により吸音材が収縮して溝の吸音材で埋められていない部分（空洞部）が大
きくなるので、ウェット性能を犠牲にすることなく優れた騒音低減効果を発揮することが
可能なタイヤを提供することができるからである。なお、ウェット性能の観点からは、水
と接触した際の吸音材の収縮率は、例えば７０～８０％であることが好ましい。
【００１０】
　本発明のタイヤは、前記吸音材の密度が３５ｋｇ／ｍ３以下であることが好ましい。密
度が３５ｋｇ／ｍ３以下の場合、一般的なゴム（例えば、密度：１１００ｋｇ／ｍ３）と
比べて密度が１／３０以下となるので、圧縮し易くなるからである。
【００１１】
　本発明のタイヤは、前記吸音材は接着剤を用いて前記溝の壁面に接着されており、前記
接着剤による前記吸音材と前記壁面との間の接着力が、走行時にタイヤの回転により当該
吸音材に生じる遠心力より大きいことが好ましい。このようにすれば、溝に吸音材を容易
に取り付けることができると共に、走行中の吸音材の剥離発生を防止することができる。
ここで、吸音材に生じる遠心力より大きい接着力を有する接着剤としては、例えば平面引
張り強さが５～１０Ｎ／ｍｍ２の接着力を有するような接着剤が挙げられる。
【００１２】
　本発明のタイヤは、前記吸音材が、タイヤの使用時間および走行距離に応じた耐劣化性
および耐久性を有することが好ましい。予めタイヤの使用時間および走行距離を予測する
ことができる場合、当該使用時間および走行距離に合わせた耐劣化性および耐久性を有す
る吸音材を使用することにより、タイヤの摩耗が進行しても溝の空洞部の深さを略一定に
保つことができるからである。なお、耐劣化性および耐久性を有する吸音材としては、高
発泡ウレタン材などを用いることができる。
【００１３】
　本発明のタイヤは、前記吸音材の反発弾性率が０．１～１０％であることが好ましい。
反発弾性率が１０％以下の場合、湿潤路面を走行する際に路面上の水に吸音材が押されて
変形して溝の空洞部が大きくなり得るので、高いウェット性能を発揮可能となるタイヤを
提供することができるからである。なお、反発弾性率とは、ＪＩＳ　Ｋ　６４００：２０
０４に準じて測定した値をいう。
【００１４】
　本発明のゴム組成物は、前記吸音材がウレタンゴムであることが好ましい。材料の性質
を制御し易いからである。なお、吸音材には、ウレタンゴムの他、発泡ゴムや、層状にし
た粉ゴム等を用いることもできる。
【００１５】
　また、本発明のタイヤは、前記吸音材が、水と接触した際に水の表面張力により該吸音
材中の空隙部分が潰れて収縮するような表面化学構造を有することが好ましく、例えば、
前記吸音材が、髪の毛のキューティクル状の表面凹凸を持つ材料や、表面にプラズマ処理
を施した材料からなることが好ましい。なお、プラズマ処理を施した材料の例としては、
プラズマ処理（Ａｒプラズマを４００Ｗ、１０Ｐａで１５０秒照射）により－ＯＨ、Ｃ－
Ｏ、Ｃ－Ｎ、Ｃ＝Ｏ、Ｃ（Ｏ）Ｏ基や酸化性のＳ基などの水との相互作用が強い官能基を
表面に持たせた材料が挙げられる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、転動時に発生する騒音を有効に低減させることが可能なタイヤを提供
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
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　以下に、本発明のタイヤの一例を図面に基づき詳細に説明する。ここに、図１は本発明
のタイヤの一例の空気入りタイヤの断面図であり、図２は、図１に示すタイヤのトレッド
部に形成された溝（破線で囲まれた部分ＩＩ）を拡大して示す拡大図であり、図２（ａ）
は乾燥路面を走行している場合の溝の状態、図２（ｂ）は濡れた路面を走行している場合
の溝の状態を示す。
【００１８】
　図１に示す空気入りタイヤ１０は、一対のビード部１及び一対のサイドウォール部２と
、両サイドウォール部２に連なるトレッド部３とを有し、上記一対のビード部１間にトロ
イド状に延在してこれら各部１，２，３を補強するカーカス４と、該カーカス４のクラウ
ン部のタイヤ半径方向外側に位置するベルト５とを具える。
【００１９】
　ここで、タイヤ１０において、カーカス４は、一枚のカーカスプライからなり、上記ビ
ード部１内に夫々配設した一対のビードコア（ワイヤ）６間にトロイド状に延在する本体
部と、各ビードコア６の周りでタイヤ幅方向の内側から外側に向けて半径方向外方に巻上
げた折り返し部とからなる。なお、図示例のカーカス４は、一枚のカーカスプライよりな
るが、本発明のタイヤにおいては、カーカスプライの枚数は複数であってもよい。
【００２０】
　また、タイヤ１０において、ベルト５は、二枚のベルト層からなるが、本発明のタイヤ
においては、ベルトを構成するベルト層の枚数は一枚以上であればよく、これに限られる
ものではない。更に、本発明のタイヤは、ベルト５のタイヤ半径方向外側に、タイヤ周方
向に対し実質的に平行に配列したコードのゴム引き層からなるベルト補強層を具えてもよ
く、ベルト５の端部と該ベルト補強層との間に更に層間ゴムを具えることもできる。なお
、タイヤ１０に充填する気体としては、通常の或いは酸素分圧を調整した空気の他、窒素
、アルゴン、ヘリウム等の不活性ガスを用いることができる。
【００２１】
　そして、タイヤ１０のトレッド部３には、任意のトレッドパターンで複数の溝７が形成
されており、この溝７は全て（溝７の体積の１００％が）吸音材８で埋められている。な
お、図示例のタイヤ１０は溝７の全てが吸音材８で埋められているが、本発明のタイヤは
、溝の体積の８０％以上に吸音材が配設されていれば良い。
【００２２】
　ここで、吸音材８は、図２（ａ）に示すように、例えばブチルゴム系接着剤等の接着剤
９を用いて溝７の壁面に接着されており、タイヤ１０を車両に取り付けて例えば１００ｋ
ｍ／ｈの速度で走行しても剥離しないようにされている。なお、吸音材８は、接着剤９を
用いた接着以外にも、材質に応じて加硫、溶着等の通常の手段を用いて溝７に設けること
ができる。
【００２３】
　この吸音材８には、水収縮性を有するものや、密度が３５ｋｇ／ｍ３以下であって、且
つ、反発弾性率が０．１～１０％のものを用いることが好ましく、例えば、ポリオールと
イソシアネートとを主成分とし、且つポリオールの全量１００質量部に対して０．１～３
０質量部の有機クレーを配合したポリウレタンフォーム配合物を溝７に合わせた形状に発
泡成形してなるポリウレタンフォーム（ウレタンゴム）を用いることができる。なお、ポ
リウレタンフォームには、任意に、例えばＡｒプラズマを４００Ｗ、１０Ｐａで１５０秒
照射してプラズマ処理を施しても良い。また、吸音材８は、ポリウレタンフォームへの老
化防止剤等の添加剤の配合量を調節して、耐久性および耐劣化性を調整することもできる
。
【００２４】
　ここで、上記有機クレーとは、クレーを有機化処理して得られるものである。有機クレ
ーの原料となるクレーとしては、例えば、単位骨格中にケイ素原子を１つ含むネソケイ酸
塩、数個含むソロケイ酸塩、多数のケイ素原子を含むイソケイ酸塩、フェロケイ酸塩等が
挙げられ、具体的にはモンモリロナイト、サポナイト、ヘクトライト、バイデライト、ス
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ティブンサイト、ノントロナイトなどのスメクタイト系粘土鉱物、バーキュライト、ハロ
イサイト、又はマイカなどが挙げられる。これらは天然品でも人工合成品でもよい。また
、これらのクレーは１種を単独で、或いは２種以上を組み合わせて用いることも可能であ
る。そして、クレーの有機化処理方法は、特に限定されるものではなく、ケイ酸の対イオ
ンのナトリウムイオンをイオン交換することにより、ケイ酸塩を４級アンモニウム塩化す
る方法や、化学結合やイオン結合等によりケイ酸塩表面に有機基を導入する方法等を挙げ
ることができるが、中でもポリオールへの分散性の観点から、ケイ酸の対イオンのナトリ
ウムイオンをイオン交換することにより、ケイ酸塩を４級アンモニウム塩化する方法が好
適である。
【００２５】
　そして、このようなタイヤ１０によれば、溝７に吸音材８が設けられているので、走行
時に発生する騒音を小さくすることができる。また、図２（ｂ）に示すように、このタイ
ヤ１０は、水で濡れた路面を走行する際には、トレッド部３と路面との間に働く圧力（水
圧）を受けて吸音材８が圧縮変形して空洞部Ｓを生じるので、その空洞部Ｓが溝のように
作用して良好な排水性を発揮する。よって、タイヤ１０は、低騒音性と共に優れたウェッ
ト性能も有する。
【実施例】
【００２６】
　以下に、実施例を挙げて本発明を更に詳しく説明するが、本発明は下記の実施例に何ら
限定されるものではない。
【００２７】
＜吸音材＞
　後述する材料を用い、所定の配合にてポリウレタンフォーム配合物を調製した。次いで
、発泡液温２５～３５℃、発泡型温５５～６５℃の条件下、ワンショット法により発泡・
成形して吸音材（ポリウレタンフォーム成形品）を得た。そして、得られた吸音材の密度
および反発弾性率を下記の方法で評価した。
【００２８】
＜ポリウレタンフォーム配合物材料＞
*1　商品名Ｆ１２４（三井武田ケミカル社製）。数平均分子量７０００、官能基（ＯＨ基
）数３のポリエーテルポリオール。
*2　商品名ＫＣ８５５（三洋化成社製）。数平均分子量５０００、官能基（ＯＨ基）数３
のポリプロピレングリコールにアクリロニトリル－スチレン共重合体のポリマー成分をグ
ラフト共重合させたポリマーポリオール。
*3　ＴＤＩ－８０（住友バイエルウレタン（株）製、ＴＤＩ）と４４Ｖ２０（住友バイエ
ルウレタン（株）製、クルードＭＤＩ）との４：１（質量比）配合品。
*4　ソマシフＭＥＥ（コープケミカル（株）製、有機化マイカ）。
*5　トリエチレンジアミン、花王（株）製。
*6　ジエタノールアミン、（株）日本触媒製。
*7　商品名ＳＲＸ２７４Ｃ（東レ・ダウ社製）。
【００２９】
＜密度＞
　ＪＡＳＯ　Ｂ　４０８規格に基づいて評価した。なお、評価された密度値は、複数サン
プルについて測定した結果としてのおよその値であり、±５％程度の振れを包含する値で
ある。
【００３０】
＜反発弾性率＞
　ＪＩＳ　Ｋ　６４００：２００４に準じて測定した。金属のボールを所定の位置から落
下させて最初の高さに対する跳ね返った高さの割合を反発弾性率とした。
【００３１】
＜タイヤ＞
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　トレッド部に溝が形成された、サイズ：１９５／７０　Ｒ１４の空気入りタイヤを常法
に従って作製した。そして、溝の全て（溝の体積の１００％）に上述した吸音材を接着剤
で接着したタイヤを作製して実施例とした。また、吸音材を設けないタイヤを比較例とし
た。実施例および比較例の双方について、下記の方法で室内タイヤ騒音試験および湿潤路
面屋外ブレーキ試験を行った。室内タイヤ騒音試験の結果を図３に、湿潤路面屋外ブレー
キ試験の結果を表１に示す。
【００３２】
＜室内タイヤ騒音試験＞
　作製したタイヤを５．５Ｊ×１４のリムに組付けるとともに、タイヤ内圧（空気圧）を
２１０ｋＰａに設定した。そして、無響室内のドラム上で８０ｋｍ／ｈで転動させたとき
のタイヤ騒音の周波数分析を行った。
【００３３】
＜湿潤路面屋外ブレーキ試験＞
　作製したタイヤを用いて、湿潤路面上で第５輪装着によるブレーキ試験を下記テスト条
件で行った。そして、制動距離を５回測定し、その平均値を算出した。
［テスト条件］
路面：アスファルト路（湿潤路面、水深２ｍｍ）
外気温：１９．０℃
ドライバー：テストコースドライバー
乗員：２名相当
車両：ＶＷゴルフＶＴＤＩ
空気圧：２３０ｋＰａ
初速：８０ｋｍ／ｈ
【００３４】
【表１】

【００３５】
　図３より、吸音材を溝に配置したタイヤでは、５００Ｈｚ以上の周波数帯域で１～５ｄ
Ｂの大きな騒音低減効果が得られることが分かる。特に、周波数１ｋＨｚ付近では、５ｄ
Ｂもの大きな騒音低減効果が得られることが分かる。
【００３６】
　表１より、吸音材を溝に配置したタイヤは、吸音材を配置していないタイヤとほぼ同等
の制動距離となり、吸音材を配置しないタイヤと比較して殆どウェット性能が低下してい
ないことが分かった。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明のタイヤの一例の空気入りタイヤを示す断面図である。
【図２】図１に示すタイヤの破線で囲まれた部分ＩＩを拡大して示す拡大図であり、図２
（ａ）は乾燥路面を走行している場合の溝の状態、図２（ｂ）は濡れた路面を走行してい
る場合の溝の状態を示す。
【図３】室内タイヤ騒音試験の結果を示すグラフである。
【符号の説明】
【００３８】
１　ビード部
２　サイドウォール部
３　トレッド部
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４　カーカス
５　ベルト
６　ビードコア
７　溝
８　吸音材
９　接着剤
１０　タイヤ

【図１】 【図２】
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